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奈良県職員として採用され、旧吉野高校に設立された奈良

県フォレスターアカデミーで2年間森林環境管理に関する

知識や技能を習得した森林管理職が「奈良県フォレス

ター」として吉野町に派遣されました。これは、県職員を同

一市町村に長期間派遣する取組で、吉野町を含む7市町

村が対象となった、全国初となる奈良県独自のものです。

派遣職員は吉野町の職員として林務行政を担当し、主に伐

採届等の受理や森林環境管理に関する業務を行います。

県のフォレスター 吉野町へ派遣
防災面からも森林管理を重要視

TOWN OF WOOD
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伐採届等についての変更（令和5年4月～）

▶本人確認書類等の添付書類の提出義務付け

令和3年に熱海市で発生した土石流災害などに

より、宅地造成等規制法が改正されたことなどか

ら、森林に関する届出についても他法令との切れ

目のない対応を図ることが求められるようになっ

た。（令和4年9月森林法施行規則改正による）

※変更点の詳細や提出方法等について、お気軽に

ご相談ください。

このほど、日本赤十字社奈良県支部より災害救援車１台と

非常用トイレ（組立式）１台が吉野町分区に貸与配備されま

した。県支部では、災害救護体制の充実強化のため、町民

の皆さんからのご協力による赤十字活動協力資金や事業

所・個人からの寄付金をもとに、計画的に県内の地区分区

（市町村）に救援車両や救護資機材などを配備しています。

今回配備された物品は災害時の救援活動や被災者支援を

はじめ、赤十字思想の普及活動や地域福祉の推進に活用

します。
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吉野の未来のために

for Yoshino's future

災害へ備える
「災害救援車」「非常用トイレ」を貸与配備

里田前消防団長は、平成５年４月に消防団に入団し、通算３０年の長きにわたって消防活動

に精励され、４月９日に退任しました。特に団長就任時においては、公益財団法人奈良県消防

協会の監事や評議員を歴任するなど、吉野町のみならず奈良県の消防行政の推進に寄与

されました。また、令和２年には吉野町消防団の長きにわたる功績が認められ、公益財団法

人日本消防協会において最高位である特別表彰「まとい」（左の写真）を受賞するなど、吉

野町消防団活動の発展に尽力されました。

上西新消防団長は、平成４年に入団、上市第１分団分団長、副団長を歴任し、４月１０日から

吉野町消防団長に就任されました。

吉野町消防団

里田徳幸団長が退任
上西弘祐氏が
　　　新たに団長就任

里田前団長　　　　上西新団長　　　中井町長

永年にわたり、消防の使命達成に尽

力した功績を挙げられたことから、上

西弘祐氏（上市・57歳）に消防庁長

官から永年勤続功労章が贈られま

した。上西氏は、平成４年に吉野町

消防団に入団し、平成27年に副分

団長、平成２9年から分団長、平成31年から今年にか

けて副団長を歴任。若い団員を率いて労力を惜しまず

職務にまい進し、豊富な経験を生かした消防施設の

強化拡充、時代に即応した後継団員の育成等、消防

団の発展に尽力した功績を認められ、この度の受章と

なりました。上西氏は、「町民の皆様に支えられ、現在

まで活動することができ、感謝申し上げます。これから

も町民の皆様のために、そして消防団の未来のために、

力を尽くしたいと思います。」と語られました。

上西　弘祐 氏上西　弘祐 氏上西　弘祐 氏

上西 弘祐 氏  消防庁長官表彰
　　　　　　　　永年勤続功労章

うえにし こうすけ
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職務にまい進し、豊富な経験を生かした消防施設の

強化拡充、時代に即応した後継団員の育成等、消防

団の発展に尽力した功績を認められ、この度の受章と

なりました。上西氏は、「町民の皆様に支えられ、現在

まで活動することができ、感謝申し上げます。これから

も町民の皆様のために、そして消防団の未来のために、

力を尽くしたいと思います。」と語られました。

上西　弘祐 氏上西　弘祐 氏上西　弘祐 氏

上西 弘祐 氏  消防庁長官表彰
　　　　　　　　永年勤続功労章

うえにし こうすけ


